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桑名警察署協議会議事録 

令和５年度第４回桑名警察署協議会

日　　時 令和６年２月13日（火）午後１時30分～午後３時35分 
場　　所 桑名警察署３階会議室

 １　警察署協議会委員　８名 
 　　石川昭人委員、後藤峰子委員、西藤真子委員、佐藤博之委員、 
出 席 者 　　中嶋明子委員、畑勇治委員、福田静江委員、横井善彦委員 
　　 ２　警察署　９名 

　　署長、副署長、警務課長、生活安全課長、地域課長、 
　　刑事第一課長、刑事第二課長、交通第一課長、警備課長

傍聴者数 なし　

公開・非公開の別 公開　

議 事 概 要

１　公安委員会委員挨拶 
２　管内治安情勢（警察署長） 
３　災害警備活動の説明（警備課長） 
４　質疑応答                          
　⑴　刑法犯認知件数について 
　　＜委員＞　刑法犯認知件数が増加していると説明を受けた。 
　　　　　　  年々減少傾向にあったと認識していたが、いつから増加に
　　　　　　転じたのか。 
　　【署長】　令和４年から増加に転じている。　　 
　　　　　　　新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人の動きが活
　　　　　　発になったことが要因の１つと考えられる。 
　　　　　　　なお、桑名警察署管内では自転車盗の発生が多く、年間150
　　　　　　件も発生している。 
　⑵　災害対策について 
　 　＜委員＞　先日、地区内で避難訓練を行った際、避難袋を持参しても
　　　　　　らった。 
　　　　　　　その結果、「避難袋がどこにあるかわからなかった。」、「飲
　　　　　　料水の消費期限が切れていた。」などの声があったため、改
　　　　　　善を図った。 
　　　　　　　警察からも各家庭に対して避難袋を確認するよう、様々な
　　　　　　機会を通じて広報していただきたいと思う。 
　　【署長】　参考にさせていただく。 
　⑶　電動キックボードについて 
　　＜委員＞　他県で電動キックボードによるひき逃げ事件が報道されて

 　　　　　　いた。
　　　　　　　電動キックボードの取締りに対する警察の意見を聞きたい。 
　　【署長】　電動キックボードについては、依然として、安全な利用意
　　　　　　識が浸透していないと感じている。 
　　【交通第一課長】　ナンバープレートを装着せずに走行するなど、違
　　　　　　反を現認した場合は対応したい。 
　　　　　　　今後も様々な機会を通じて周知を図っていく。 
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　⑷　被災地に派遣される警察官について 
　　＜委員＞　被災地には警察、消防、市等様々な機関から職員が派遣さ
　　　　　　れているが、指揮系統はどのようになっているのか。　　　
　 　　【警備課長】　警察官は、派遣された都道府県において権限を行使
　　　　　　することができる。 
　　　　　　　現在も石川県に三重県の機動隊員が派遣されており、石川
　　　　　　県警察の指揮の下、職務執行している。 
５　公安委員会委員講評 
　　災害対策について説明を受け、大変勉強になった。今後も被災地への
　積極的な支援をお願いしたい。 
　　警察署協議会委員の皆様からの御意見は参考にさせていただくので、
　今後も忌憚なく御意見をいただきたい。 
６　警察署長挨拶

備　　考 報道機関　１社１名　　　　　　　　　　　


